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茶
漬
け
の
味
も
わ
か
る
チ
ェ
コ
の
日
本
通

─ 
一
九
二
六
年
の
日
本
新
聞
に
み
る
旅
行
家
Ｊ
・
ホ
ロ
ウ
ハ
の
肖
像 

─

ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ

一
、
は
じ
め
に

一
九
〇
六
年
に
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
チ
ェ
コ
の
旅
行
家
、
小
説

家
、
美
術
品
収
集
家
の
ジ
ョ
エ
・
ホ
ロ
ウ
ハ
（Joe H

loucha, 

一
八
八
一
―
一
九
五
七
）
は
、
一
九
二
六
年
の
夏
、
約
二
〇
年
ぶ
り

に
再
来
日
を
果
た
し
た
。
初
め
て
来
日
し
た
時
の
彼
は
母
国
の
文
壇

に
登
場
し
て
ま
も
な
く
、
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
に
魅
か
れ
て
い
た
一
部

の
読
者
に
知
ら
れ
る
の
み
で
無
名
の
作
家
だ
っ
た
が
、
再
来
日
の
時

点
で
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
や
随
筆
集
、
怪
談
再
話
集
な
ど
を
八

冊
も
出
版
し
、講
演
や
新
聞
雑
誌
の
誌
面
で
も
活
躍
す
る
「
日
本
通
」

の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

（
１
）

こ
の
よ
う
に
異
色
の
経
歴
を
持
つ

ホ
ロ
ウ
ハ
が
、
到
着
早
々
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
さ
れ
た
の
も

さ
ほ
ど
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

本
稿
で
は
、
ホ
ロ
ウ
ハ
が
二
度
目
の
来
日
を
果
た
し
た
一
九
二
六

年
に
日
本
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
着
眼
し
、
そ
れ
ま
で
の
活

躍
や
日
本
滞
在
中
の
動
向
、
ホ
ロ
ウ
ハ
の
「
日
本
観
」
が
そ
の
中
で

ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
従
来
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
記
事
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
訪
日
中
の
ホ
ロ

ウ
ハ
の
動
向
を
よ
り
正
確
に
捉
え
る
と
同
時
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に

感
化
さ
れ
た
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
頭
の
西
洋
の
旅
行
家
や
著

作
家
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
で
は
ど
の
よ
う
な
言
説

が
構
築
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
よ
り
大
き
な
問
題
の
一
端
を
垣

間
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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二
、
ジ
ョ
エ
・
ホ
ロ
ウ
ハ
と
い
う
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
作
家

一
九
世
紀
末
、
そ
れ
ま
で
主
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
を
博
し
て

き
た
日
本
趣
味
が
、
中
欧
の
チ
ェ
コ
の
美
術
界
で
も
頭
角
を
現
し
は

じ
め
た
。
一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
影
響
も
あ
り
、

日
本
の
美
術
品
や
工
芸
品
は
人
々
の
生
活
空
間
を
彩
る
装
飾
品
と
し

て
好
ん
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
学
世
界
に
お
い
て
も
こ
の

よ
う
な
新
し
い
嗜
好
が
み
ら
れ
た
。
外
国
人
作
家
に
よ
る
オ
リ
エ
ン

ト
を
め
ぐ
る
旅
行
記
は
一
八
八
〇
年
代
か
ら
盛
ん
に
翻
訳
さ
れ
て
い

た（
２
）

が
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
は
Ｊ
・
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
（Josef 

K
oř enský, 

一
八
四
七
―
一
九
三
八
）
や
Ｅ
・
Ｓ
・
ヴ
ラ
ー
ズ

（Enrique Stanko V
ráz, 

一
八
六
〇
―
一
九
三
二
）
ら
チ
ェ
コ
の

旅
行
家
た
ち
が
来
日
し
、帰
国
後
、旅
行
体
験
を
書
き
つ
づ
っ
た
様
々

な
著
作
を
盛
ん
に
出
版
し
た
。
未
知
な
る
世
界
へ
の
扉
を
ひ
ら
く
こ

れ
ら
の
書
物
に
よ
っ
て
拡
散
さ
れ
る
情
報
は
読
者
の
想
像
力
を
強
く

刺
激
し
、
日
本
が
注
目
さ
れ
る
気
運
の
醸
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

日
本
を
ふ
く
め
異
国
の
文
化
の
紹
介
に
お
い
て
一
翼
を
担
っ
た
の

は
、
多
く
旅
行
家
を
経
済
的
に
支
援
し
、
世
界
各
国
の
資
料
収
集
に

心
血
を
注
い
だ
Ｖ
・
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
（V

ojtěch N
áprstek, 

一
八
二
六
―
一
八
九
四
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
今
も
プ
ラ
ハ
市
の

中
心
街
に
現
存
す
る
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
で
あ
る
。
来
日
の
経

験
が
な
い
詩
人
の
Ｊ
・
ゼ
イ
エ
ル
（Julius Zeyer, 

一
八
四
一
―

一
九
〇
一
）
が
本
館
の
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
る
日
本
関
連
の
資
料
を

も
と
に
、
名
作
『
ゴ
ン
パ
チ
と
コ
ム
ラ
サ
キ
』
（
３
）G

om
pači a 

K
om

urasaki

（Praha: Eduard V
aleč ka, 1884

）
の
よ
う
な
ジ
ャ

ポ
ニ
ズ
ム
小
説
を
執
筆
し
た
こ
と
が
、
こ
の
機
関
が
果
た
し
た
役
割

の
重
要
性
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ゼ
イ
エ
ル
の
小
説
に
感
化
さ

れ
、
生
涯
を
通
し
て
「
幻
の
日
本
」
を
追
い
求
め
た
作
家
ジ
ョ
エ
・

ホ
ロ
ウ
ハ
も
ま
た
、
青
年
の
頃
に
こ
の
博
物
館
に
熱
心
に
通
い
、
日

本
の
歴
史
や
文
化
へ
の
造
詣
を
深
め
た
。

本
名
の
「
ヨ
ゼ
フ
」
で
は
な
く
、
文
壇
登
場
か
ら
晩
年
に
至
る
ま

で
「
ジ
ョ
エ
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
い
つ
づ
け
た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、

中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
州
の
ポ
ト
コ
ヴ
ァ
ー
ニ
醸
造
所
で
、
醸
造
監
督
の
子

と
し
て
生
ま
れ
た
。
の
ち
に
プ
ラ
ハ
の
聖
ト
マ
ー
シ
ュ
醸
造
所
を
借

り
入
れ
た
父
は
、
四
人
の
子
息
の
う
ち
の
誰
か
に
そ
の
事
業
を
引
き

継
ぐ
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
が
、
三
男
の
ヨ
ゼ
フ
は
子
供
の
頃
か
ら
文

学
に
親
し
み
、
チ
ェ
コ
の
冒
険
文
学
作
家
で
あ
り
、
Ｓ
Ｆ
文
学
の
先

駆
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
兄
カ
レ
ル
（K

arel H
loucha, 

一
八
八
〇

―
一
九
五
七
）
と
と
も
に
短
編
小
説
や
人
形
劇
の
脚
本
を
手
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
高
等
学
校
を
経
て
プ
ラ
ハ
の
商
業
専
門
学
校
で
学

ん
だ
の
ち
、
カ
レ
ル
大
学
で
会
計
学
を
聴
講
し
た
が
、
感
性
と
想
像

力
の
豊
か
な
青
年
で
あ
っ
た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
無
味
乾
燥
な
数
字
の
世

界
に
い
っ
さ
い
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
。
高
校
時
代
に
Ａ
・
ヒ
ュ
ー

ブ
ナ
ー
の
『
世
界
周
遊
記
』Procházka kolem

 světa

（Praha: Fr. 
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Šim
áček, 1880

）
や
Ａ
・
ブ
ラ
ッ
シ
ー
の
『
世
界
一
周
「
サ
ン
ビ
ー

ム
号
」
で
の
旅
行
』Kolem

 světa: výlet po lodi Sunbeam
u

（Praha: 
Libuše, M

atice zábavy a vědění, 1883

）、
母
方
の
従
伯
父
に

あ
た
る
Ｊ
・
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
旅
行
記
『
日
本
』C

esty po světě 
- Žaponsko

（Praha: J. O
tto, 1899

）
な
ど
に
触
発
さ
れ
、
異
国

文
化
に
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
に
足

繁
く
通
っ
た
。

ホ
ロ
ウ
ハ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
国
を
旅
し

た
が
、
生
涯
を
通
じ
て
変
わ
ら
ぬ
憧
れ
の
的
だ
っ
た
の
は
、
他
で
も

な
い
日
本
で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
に
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
が
、
既

に
そ
れ
以
前
に
、
短
編
小
説
「
因
縁
」K

arm
a

（『
世
界
図
絵

（Illustrovaný svět

）』
一
九
〇
四
・
三
・
一
一
、一
八
）
や
「
津
波
」

Zátopa

（『
チ
ェ
コ
の
世
界
（Č eský svět

）』
一
九
〇
五
・
六
・
九
―

九
・
八
、
翌
年
に
単
行
本
化
）（

４
）、
長
編
小
説
『
風
前
の
桜
』Sakura ve 

vichřici

（Praha: Jos. R. V
ilím

ek, 1905

）
な
ど
、
日
本
を
舞
台

に
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
を
複
数
発
表
し
て
い
る
。

「
日
本
旅
行
記
の
一
断
片
」
と
い
う
副
題
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
風
前
の
桜
』
は
、
明
治
期
の
東
京
を
主
な
舞
台
と
し
て
、
語
り
手

を
つ
と
め
る
チ
ェ
コ
の
旅
行
家
の
「
私
」
と
日
本
人
女
性
の
悲
恋
を

描
い
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
物
語
で
あ
る
。
東
京
を
散
策
し
な
が
ら

日
本
の
美
術
品
を
買
い
集
め
る
こ
と
を
日
課
と
す
る
「
私
」
は
、
下

宿
先
が
火
事
で
全
焼
し
た
た
め
、
象
牙
の
美
術
品
を
取
り
あ
つ
か
う

商
人
ス
ズ
キ
の
家
に
間
借
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
娘
サ
ク
ラ
と

知
り
合
う
。

そ
の
日
の
残
り
を
古
本
屋
や
骨
董
品
の
店
で
過
ご
し
た
。馬
琴
、

西
鶴
、
春
水
、
徳
太
郎
な
ど
こ
の
国
の
文
学
と
、
日
本
に
多
く

あ
る
、
武
器
や
造
園
、
瓦
の
形
と
そ
の
製
造
法
、
生
花
や
着
物

の
布
地
、
弓
道
や
薙
刀
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
書
も
大
量

に
買
っ
て
帰
っ
た
。

荷
物
を
車
か
ら
家
に
持
っ
て
い
く
と
き
、
サ
ク
ラ
が
私
を
驚
か

せ
た
。

「
私
も
文
学
に
関
心
が
あ
っ
て
、
あ
な
た
と
同
じ
く
ら
い
文
学

が
好
き
で
す
。」

「
そ
れ
な
ら
き
っ
と
私
の
勉
強
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
ね
。」

二
人
は
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、毎
日
の
よ
う
に
街
中
を
歩
い
た
り
、

「
私
」
が
買
っ
て
き
た
美
術
品
や
書
物
を
調
べ
た
り
し
な
が
ら
恋
に

落
ち
て
い
く
。
し
か
し
、両
親
が
異
国
人
と
の
関
係
に
強
く
反
対
し
、

絶
望
し
た
サ
ク
ラ
は
、
自
死
し
て
こ
の
世
を
去
る
。

彼
女
は
私
の
た
め
に
死
ん
だ
。
私
の
妻
に
な
れ
な
か
っ
た
か
ら

死
ん
だ
。
私
の
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
彼
女
を
、
私
は
追
う
べ
き

だ
ろ
う
か
。
彼
女
の
も
と
に
行
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
簡
単
な
こ
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と
だ
ろ
う

─
勇
気
さ
え
あ
れ
ば
。
だ
が
、私
に
は
で
き
な
い
。

母
国
の
思
い
出
は
私
を
引
き
と
め
る
。
家
族
の
繋
累
と
い
う
も

の
、
義
理
と
呼
ば
れ
る
全
て
の
も
の
を
私
は
呪
う
。
こ
の
恐
ろ

し
い
も
の
こ
そ
が
サ
ク
ラ
の
命
を
奪
っ
た
の
だ
。

悲
嘆
に
暮
れ
る
「
私
」
が
東
京
を
離
れ
、
箱
根
に
向
か
う
場
面
で

こ
の
作
品
は
結
ば
れ
る
。
語
り
手
の
「
私
」
は
日
本
美
術
や
文
化
に

強
い
関
心
を
持
つ
旅
行
家
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
作
中
に
は
、

浅
草
観
音
や
上
野
弁
天
堂
な
ど
東
京
の
名
所
を
歩
く
場
面
、
花
見
や

相
撲
、
歌
舞
伎
の
鑑
賞
を
通
じ
て
日
本
文
化
を
色
鮮
や
か
に
映
し
出

す
場
面
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
若
い
恋
人
た
ち
の
悲
恋

物
語
で
あ
る
と
同
時
に
二
人
を
取
り
巻
く
文
化
環
境
を
描
く
と
い

う
、
こ
の
類
の
小
説
に
よ
く
み
ら
れ
る
二
重
構
造
が
本
作
を
一
種
の

観
光
案
内
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
九
〇
六
年
一
月
、
既
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
の
作
家
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
て
い
た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
初
め
て
憧
れ
の
日
本
へ
と
出

発
し
た
。
滞
在
中
は
、
主
に
大
阪
、
京
都
、
東
京
を
見
物
し
、
多
数

の
美
術
品
を
買
い
集
め
、
八
月
に
横
浜
か
ら
帰
途
に
つ
い
た
。
帰
国

後
は
、
こ
の
日
本
滞
在
を
題
材
に
、
随
筆
集
『
日
本
回
想
記
』

Vzpom
ínky na Japonsko

（Praha: F. Šim
áč ek, 1908

）
や
怪
談

再
話
集
『
死
神
の
接
吻
』Polibky sm

rti

（Praha: V
ilím

ek, 1913

）

な
ど
を
出
版
し
、
日
本
文
化
を
め
ぐ
る
講
演
も
行
っ
た
。
プ
ラ
ハ
の

中
心
街
に
和
風
喫
茶
店
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
を
開
き
、
蒐
集
し
た
日
本
の

美
術
品
を
出
展
し
た
展
示
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
日
本
文
化
や
美
術

の
知
名
度
向
上
に
貢
献
す
る
多
方
面
で
の
活
動
を
つ
づ
け
た
。

一
九
二
六
年
に
ホ
ロ
ウ
ハ
は
再
び
日
本
を
訪
れ
、
東
京
在
住
の

チ
ェ
コ
の
建
築
家
Ｂ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
と
交
流
し
な
が

ら
、
東
京
や
大
阪
の
ほ
か
に
、
広
島
や
鹿
児
島
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。

帰
国
後
も
、
社
寺
仏
閣
を
巡
る
『
神
と
鬼
を
訪
ね
て
』M

ezi bohy a 
dém

ony

（Praha: A
. N

eubert, 1929

）、
芸
者
や
花
魁
な
ど
花
街

を
取
材
し
た
『
微
笑
み
を
売
る
女
た
ち
』Prodavačky úsm

ěvů

（Praha: A
. N

eubert, 1929

）、『
日
本
の
乙
女
た
ち
』Japonečky

（Praha: A
. N

eubert, 1931

）、『
朗
ら
か
な
る
東
方
の
童
話
』

Pohádky slunného východu

（Praha: K
arel Č ervenka, 1944

）、

『
北
斎
』H

okusai

（Praha : O
rbis, 1949

）
な
ど
、
日
本
関
連
の

著
書
を
数
多
く
出
版
し
た
が
、一
九
四
八
年
の
共
産
党
政
権
樹
立
後
、

活
躍
を
継
続
す
る
の
が
困
難
と
な
り
、
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

三
度
目
の
来
日
を
夢
見
て
い
た
が
、
そ
れ
も
結
局
実
現
す
る
こ
と
な

く
一
九
五
七
年
に
プ
ラ
ハ
で
逝
去
し
た
。
ホ
ロ
ウ
ハ
の
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
本
人
の
生
前
に
国
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
ナ
ー
プ
ル
ス
テ

ク
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
チ
ェ
コ
の
文
豪
カ
レ

ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
に
浮
世
絵
を
売
っ
た
の
も
ホ
ロ
ウ
ハ
で
あ
る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
チ
ェ
コ
で
は
、
日

本
を
舞
台
に
し
た
小
説
が
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ロ
ウ
ハ
に
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よ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
は
、ゼ
イ
エ
ル
に
次
い
で
人
気
を
博
し
た
。

出
世
作
と
な
り
、
戦
後
ま
で
一
三
回
も
版
を
改
め
た
『
風
前
の
桜
』

そ
の
他
の
初
期
作
品
に
映
し
出
さ
れ
る
〈
日
本
像
〉
は
、
現
実
の
日

本
を
見
な
い
ま
ま
読
書
体
験
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
が
、
来
日
を
経

て
も
「
古
き
日
本
へ
の
憧
憬
」
は
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
彼
が
抱
い

て
い
た
〈
日
本
像
〉
も
し
く
は
〈
日
本
観
〉
も
ま
た
大
き
く
修
正
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。ホ
ロ
ウ
ハ
は
ピ
エ
ー
ル
・

ロ
テ
ィ
に
も
強
く
影
響
さ
れ
た
が
、『
お
菊
さ
ん
』
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
幻
滅
を
、彼
が
経
験
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
作
中
で
、

西
洋
と
東
洋
と
の
差
異
に
焦
点
は
当
て
ら
れ
て
い
て
も
、
批
評
や
批

判
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
不
変
の
憧
憬
こ
そ
が
異
質

な
二
つ
の
世
界
を
近
づ
け
、
深
淵
を
わ
た
る
架
橋
と
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。

三
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ホ
ロ
ウ
ハ
の
肖
像

以
下
、
ホ
ロ
ウ
ハ
が
来
日
し
た
一
九
二
六
年
の
日
本
の
新
聞
に
確

認
で
き
た
新
聞
記
事
の
全
文
を
掲
載
し
、
内
容
に
つ
い
て
解
説
を
加

え
る
。

❶
『
時
事
新
報
』
掲
載
記
事

一
九
二
六
年
八
月
三
日
発
行
の
『
時
事
新
報
』
に
「
宿
帳
に
『
保

呂
宇
波
』
嬉
し
く
廿
年
振
り
で
チ
エ
ッ
ク
か
ら

芝
居
能
楽
の
研

究
に
来
た
ホ
氏

梅
幸
幸
次
郎
知
つ
て
ゐ
ま
す
」
と
い
う
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
記
事
の
全
文
を
引
用
す
る
。

宿
帳
に
『
保
呂
宇
波
』
嬉
し
く
廿
年
振
り
で
チ
エ
ッ
ク
か
ら

芝
居
能
楽
の
研
究
に
来
た
ホ
氏

梅
幸
幸
次
郎
知
つ
て
ゐ
ま
す

チ
エ
ツ
ク
、
ス
ロ
バ
キ
ヤ
の
日
本
通
ジ
ヨ
ー
エ

ホ
ロ
ウ
ハ
氏

が
二
十
年
振
り
で
渡
来
し
た

×

今
度
は
能
楽
、
芝
居
に
関
す
る
著
述
を
す
る
為
め
で
、
秋
の
興

行
を
東
京
で
見
物
す
る
外
、
日
光
、
京
都
、
奈
良
、
宮
嶋
、
高

野
山
等
に
遊
ん
で
十
一
月
帰
国
の
予
定
だ
と
い
ふ

×

氏
は
日
本
趣
味
に
浸
る
た
め
、
赤
坂
田
町
の
対
翠
館
に
泊
り
、

宿
帳
に
も
「
保
呂
宇
波
」
と
認
め
て
ゐ
る
、
ホ
ロ
ウ
ハ
氏
は
い

か
に
も
暖
か
な
調
子
で『
私
は
日
本
が
大
変
懐
か
し
く
、プ
ラ
ー

グ
郊
外
の
自
宅
の
庭
に
は
お
稲
荷
さ
ん
の
祠
を
設
け
て
あ
り
ま

す
、
役
者
で
は
尾
上
梅
幸
さ
ん
、
松
本
幸
四
郎
さ
ん
を
知
つ
て

ゐ
ま
す
、
今
度
参
つ
て
、
日
本
の
文
化
に
は
す
つ
か
り
驚
き
ま

し
た
、
日
本
の
活
動
写
真
は
神
戸
で
見
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

も
の
と
遜
色
あ
り
ま
せ
ん
ね

日
本
の
活
動
写
真
の
こ
と
も
是

非
書
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
、
何
し
ろ
チ
エ
ツ
ク

ス
ロ



― 22 ―

ヴ
ァ
キ
ア
で
は
日
本
の
知
識
が
ま
る
で
な
い
の
で
す
か
ら
』
と

語
つ
た
（
写
真
は
旅
館
で
ホ
ロ
ウ
ハ
さ
ん
）

ホ
ロ
ウ
ハ
の
日
記（

５
）を

み
る
と
、
七
月
三
一
日
に
「
昨
夕
、
東
京
の

最
も
大
き
な
新
聞
で
あ
る
ジ
・
ジ
・
シ
ン
ポ
の
記
者
が
留
守
中
の
私

を
訪
ね
て
き
た
。（
…
）
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
、
二
人
の
記
者
の
訪
問

を
待
っ
た
。
部
屋
で
私
の
写
真
を
撮
り
、
様
々
な
メ
モ
を
取
っ
た
。

や
が
て
友
人
の
ス
ズ
キ
が
来
て
、私
の
話
を
少
し
補
足
し
て
く
れ
た
」

と
、『
時
事
新
報
』
記
者
の
取
材
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

八
月
三
日
の
日
記
は
「
今
朝
、「
ジ
・
ジ
・
シ
ン
ポ
」
と
い
う
雑マ

誌マ

に
私
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
、
そ
の
下

に
新
聞
か
ら
切
り
取
っ
た
記
事
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

二
十
年
振
り
に
再
来
日
を
果
た
し
た
ホ
ロ
ウ
ハ
の
活
躍
と
彼
の
日

本
趣
味
を
紹
介
し
た
記
事
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
彼
が
語
っ

た
日
本
の
「
芝
居
能
楽
」
へ
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
ホ
ロ
ウ
ハ
は
日
本

の
演
劇
、
と
り
わ
け
歌
舞
伎
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
。
来
日
前
に
執

筆
さ
れ
、
明
治
の
東
京
を
舞
台
に
し
た
前
掲
小
説
『
風
前
の
桜
』
で

は
、
主
人
公
の
「
私
」
が
愛
人
と
と
も
に
中
村
座
を
訪
れ
、
歌
舞
伎

を
楽
し
む
場
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
京
橋
区
に
あ
る
明
治
座
と

い
う
一
座
に
行
っ
た
。
大
山
将
軍
の
近
事
か
ら
暗
示
を
得
た
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
と
い
う
近
代
的
な
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い
た
」（
六
月

一
八
日
付
）
と
、「
午
後
一
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
歌
舞
伎
座
を
訪

れ
る
。
二
円
五
十
銭
。
当
日
の
演
目
は
「
南
都
炎
上
」「
助
六
由
縁

江
戸
桜
」「
勧
進
帳
」「
親
譲
魚
屋
の
茶
碗
」。
尾
上
菊
五
郎
、
尾
上

梅
幸
と
い
う
義
理
の
兄
弟
で
あ
る
二
人
の
俳
優
を
訪
れ
た
。
後
者
か

ら
は
サ
イ
ン
入
り
の
写
真
を
贈
ら
れ
た
。」（
同
月
二
二
日
）
と
記
さ

れ
る
日
記
か
ら
、
ホ
ロ
ウ
ハ
が
、
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
一
九
〇
六

年
に
も
、
日
本
の
演
劇
に
親
し
み
足
繁
く
東
京
の
一
座
に
通
っ
た
こ

と
や
、
歌
舞
伎
の
俳
優
た
ち
と
も
面
識
を
持
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

歌
舞
伎
は
そ
の
後
の
ホ
ロ
ウ
ハ
の
著
作
物
の
な
か
で
も
頻
繁
に
言
及

さ
れ
、
小
説
に
お
い
て
も
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
繰
り
返
し
用
い

ら
れ
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
の
『
お
菊
さ
ん
』
に
感
化
さ
れ
、『時事新報』に掲載されたホロウハの写真
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日
本
滞
在
中
に
日
本
女
性
と
い
わ
ゆ
る
「
一
時
婚
」
を
結
ん
だ
と
い

う
ホ
ロ
ウ
ハ
は
帰
国
後
に
「
私
の
お
菊
さ
ん
」M

oje paní 
C

hrysanthem
a

（『
日
本
回
想
記
』
所
収
、
一
九
一
〇
年
に
こ
の
一

編
を
単
独
出
版
）
と
い
う
小
説
を
書
い
た
が
、
こ
の
中
に
も
、
主
人

公
が
歌
舞
伎
の
時
代
物
が
演
じ
ら
れ
る
一
座
を
訪
れ
る
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
。

『
時
事
新
報
』
の
記
者
と
談
話
し
た
と
き
も
、
ホ
ロ
ウ
ハ
は
彼
の

歌
舞
伎
へ
の
思
い
を
語
っ
た
に
違
い
な
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ

の
後
ホ
ロ
ウ
ハ
は
帝
国
劇
場
を
訪
れ
、尾
上
梅
幸
と
再
会
し
て
い
る
。

帰
国
後
に
発
表
さ
れ
た
「
日
本
の
名
優
た
ち
」N

ejlepší herci 
Japonska

（『
サ
ロ
ン
（Salon

）』
一
九
二
七
・
三
）
の
な
か
で
、
ホ

ロ
ウ
ハ
は
こ
の
感
動
的
な
再
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
初
め
て
日
本
を
訪
れ
、
俳
優
の
尾
上
梅
幸
を
知
っ
た
の
は

二
十
年
も
前
の
事
で
あ
る
。
あ
れ
は
昔
の
東
京
の
歌
舞
伎
座
で

の
こ
と
だ
っ
た
。（
…
）そ
れ
以
来
観
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
が
、今
は
尾
上
梅
幸
が
名
声
を
博
し
て
い
る
。歌
舞
伎
の
も
っ

と
も
名
高
い
女
形
の
俳
優
と
な
り
、
有
名
な
中
村
歌
右
衛
門
で

さ
え
彼
に
は
及
ば
な
い
。
今
回
、
日
本
を
離
れ
る
前
に
、
再
び

梅
幸
を
観
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
幸
運

の
女
神
が
微
笑
ん
で
く
れ
た
。
帝
国
劇
場
で
は
十
一
月
十
五
日

か
ら
二
つ
の
時
代
物
が
演
じ
ら
れ
、
尾
上
梅
幸
、
松
本
幸
四
郎
、

澤
村
宗
十
郎
、
森
田
勘
彌
と
市
村
羽
左
衛
門
と
い
っ
た
同
劇
団

の
も
っ
と
も
優
れ
た
俳
優
た
ち
が
出
演
す
る
。

ホ
ロ
ウ
ハ
は
同
月
一
九
日
に
帝
国
劇
場
を
訪
れ
、「
通
し
狂
言
河

内
山
と
直
侍
」
と
「
時
代
劇
白
縫
譚
」
を
観
劇
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、

帝
国
劇
場
の
支
配
人
山
本
久
三
郎
の
恩
恵
に
よ
り
上
演
前
に
楽
屋
へ

通
さ
れ
、
憧
れ
の
名
優
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
た
。

人
気
が
高
く
全
国
で
慕
わ
れ
る
梅
幸
が
、
化
粧
台
の
前
の
座
布

団
に
坐
り
、
化
粧
を
整
え
て
い
た
。
彼
は
と
て
も
温
か
く
私
を

迎
え
、
二
十
年
前
に
彼
か
ら
記
念
に
も
ら
っ
た
写
真
を
見
せ
る

と
と
て
も
喜
ん
だ
。
今
日
は
二
つ
も
の
演
目
の
女
形
を
つ
と
め

る
の
で
、
演
目
の
写
真
に
筆
と
墨
で
サ
イ
ン
を
し
て
く
れ
た
。

楽
屋
の
壁
は
模
様
も
何
も
な
く
、
綺
麗
な
神
坐
と
昔
の
俳
優
の

肖
像
を
描
い
た
浮
世
絵
が
貼
ら
れ
た
屏
風
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

使
用
人
が
苦
い
お
茶
が
入
っ
て
い
る
茶
碗
を
持
っ
て
き
た
。
こ

の
有
名
な
俳
優
は
昔
の
「
黄
金
」
時
代
を
思
い
返
し
、
二
十
年

後
も
ま
た
会
い
に
来
る
よ
う
に
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
も

ま
だ
俳
優
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
だ
。

─
そ
の
後
、

事
務
長
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
他
の
楽
屋
に
も
足
を
運
ん
だ
。
ど

れ
も
尾
上
梅
幸
と
同
じ
で
あ
り
、
松
本
幸
四
郎
の
楽
屋
の
み
畳

が
な
く
、
西
洋
椅
子
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
も
大
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き
な
神
坐
は
欠
か
さ
な
い
。
日
本
の
俳
優
た
ち
も
や
は
り
迷
信

深
い
。
ど
の
楽
屋
で
も
親
切
に
迎
え
て
く
れ
た
。
澤
村
宗
十
郎

は
、
今
日
の
演
目
で
共
演
す
る
二
人
の
息
子
を
紹
介
し
て
く
れ

た
。
有
名
な
興
行
師
の
息
子
で
あ
る
森
田
勘
彌
は
プ
ラ
ハ
の
こ

と
を
知
り
た
が
り
、
歌
舞
伎
公
演
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
い

と
言
っ
て
い
た
。

ホ
ロ
ウ
ハ
は
こ
の
後
も
晩
年
に
至
る
ま
で
歌
舞
伎
に
つ
い
て
言
及

し
つ
づ
け
、
戦
時
中
も
「
歌
舞
伎
」K

abuki

（『
世
界
（Svět

）』

一
九
四
二
・
五
・
六
）
と
い
う
紹
介
記
事
を
発
表
し
て
い
る
。『
時
事

新
報
』
で
挙
げ
ら
れ
る
「
今
度
は
能
楽
、
芝
居
に
関
す
る
著
述
を
す

る
為
め
」
と
い
う
目
的
は
充
分
に
遂
げ
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
七
月
三
〇
日
に
東
京
に
到
着
し
た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
ま
ず
目

黒
で
チ
ェ
コ
の
建
築
家
の
Ｂ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン（

６
）と

Ｏ
・
モ

イ
ジ
ー
シ
ェ
ク
を
尋
ね
た
が
、
そ
の
日
の
夜
、
モ
イ
ジ
ー
シ
ェ
ク
に

案
内
さ
れ
、
赤
坂
の
対
翠
館
に
泊
ま
っ
た
。
ホ
ロ
ウ
ハ
は
ご
く
一
般

に
「
保
呂
宇
波
」
と
い
う
当
て
字
を
使
用
し
、
こ
の
字
を
彫
っ
た
印

鑑
は
日
記
や
書
簡
に
押
さ
れ
て
お
り
、『
私
の
お
菊
さ
ん
』
で
は
イ

ラ
ス
ト
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
活
動
写
真
に
も
関
心
を

持
っ
た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
帰
国
早
々
「
日
本
の
映
画
俳
優
た
ち
」

Japonští kinoherci

（『
サ
ロ
ン
（Salon

）』
一
九
二
七
・
一
）
や
「
日

本
映
画
界
よ
り
」Z japonského film

u

（『
世
界
あ
ち
こ
ち
（Letem

 

světem

）』
一
九
二
七
・
一
・
二
〇
）
を
発
表
し
て
い
る
。

❷
『
中
国
新
聞
』
掲
載
記
事

一
九
二
六
年
九
月
一
日
発
行
の
『
中
国
新
聞
』
に
「
広
島
は
東
洋

の
ベ
ニ
ス

褒
め
千
切
る
チ
エ
ツ
ク
の
作
家
」
と
い
う
記
事
が
発
表

さ
れ
た
。
以
下
、
記
事
の
全
文
を
引
用
す
る
。

広
島
は
東
洋
の
ベ
ニ
ス

褒
め
千
切
る
チ
エ
ツ
ク
の
作
家

二
十
八
日
か
ら
広
島
市
中
島
本
町
の
相
生
旅
館
に
投
宿
し
て
厳

島
見
物
や
鯉
城
見
学
に
浮
身
を
や
つ
し
て
ゐ
る
外
人
が
ゐ
る
が

右
は
ジ
ヨ
ー
エ
・
ホ
ロ
ウ
ハ
（
四
五
）
氏
と
い
ひ
チ
エ
ツ
ク
・

ス
ロ
バ
キ
ア
の
小
説
家
で
氏
は
二
十
年
前
に
も
来
朝
し
て
一
年

ば
か
り
滞
在
し
た
こ
と
あ
り
母
国
語
で
日
本
に
関
す
る
著
書
が

八
種
あ
り
内
五
篇
は
日
本
人
を
書
い
た
小
話
で
あ
る
氏
は
大
変

な
日
本
通
で
ブ
ラ
ー
グ
の
郊
外
に
あ
る
別
荘
は
日
本
館
と
名
づ

け
て
日
本
の
雑
貨
、
名
物
等
を
あ
つ
め
て
ゐ
る
が
今
回
の
来
朝

は
第
九
回
目
の
日
本
に
関
す
る
著
書
の
材
料
を
得
る
た
め
で
芝

居
や
能
楽
を
研
究
す
る
の
が
目
的
だ
と
い
ふ
が
往
訪
の
記
者
に

語
る七

月
二
十
七
日
神
戸
へ
船
で
つ
い
て
東
京
と
日
光
と
だ
け
見

て
来
ま
し
た
私
は
日
本
趣
味
が
大
好
き
で
何
処
へ
行
つ
て
も

日
本
式
の
宿
屋
に
泊
つ
て
ゐ
ま
す
が
少
し
も
不
自
由
を
感
じ



― 25 ―

ま
せ
ん
二
十
年
前
の
日
本
を
み
て
ゐ
る
私
は
今
日
の
日
本
へ

来
て
す
ば
ら
し
い
文
化
の
発
達
に
驚
か
さ
れ
て
し
ま
つ
た
が

日
本
の
ム
ス
メ
さ
ん
の
体
格
が
ス
ラ
リ
と
伸
び
て
来
た
の
も

目
だ
ち
ま
す
広
島
へ
は
初
め
て
ゞ
す
が
思
つ
た
よ
り
明
る
く

て
便
利
で
美
し
い
街
で
す
河
が
沢
山
あ
つ
て
水
が
綺
麗
な
の

は
羨
し
い
ほ
ど
で
す
が
広
島
は
東
洋
の
ヴ
エ
ニ
ス
と
い
つ
た

と
こ
ろ
が
あ
し
ま
す
ネ

と
、
な
ほ
氏
は
更
に
大
阪
、
京
都
、
奈
良
を
見
物
し
て
帰
る
予

定
だ
が
急
が
ぬ
旅
で
日
ど
り
は
決
め
て
ゐ
な
い
と

日
記
に
よ
る
と
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
一
九
二
六
年
八
月
二
八
日
午
後
五

時
頃
に
汽
車
で
広
島
に
到
着
し
、相
生
旅
館
に
寄
宿
し
た
。
そ
の
後
、

数
日
間
に
わ
た
り
、
ヤ
マ
グ
チ
と
い
う
知
人
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
広

島
と
そ
の
周
辺
を
見
物
し
た
。
八
月
三
〇
日
、
ヤ
マ
グ
チ
と
と
も
に

「
ひ
ど
い
暑
さ
」
に
耐
え
な
が
ら
、
広
島
城
、
浅
野
泉
邸
や
饒
津
神

社
を
巡
り
歩
い
た
が
、ヤ
マ
グ
チ
の
宅
で
夕
食
を
取
っ
て
い
る
と
き
、

「
地
方
新
聞
の
記
者
が
現
れ
た
。
私
が
取
材
を
受
け
、
ヤ
マ
グ
チ
が

通
訳
を
し
て
く
れ
た
」
と
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
地
方
新
聞
」

と
は
『
中
国
新
聞
』
の
こ
と
で
あ
り
、
取
材
を
も
と
に
し
た
記
事
が

九
月
一
日
発
行
の
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
九
月
一
日
の
午

後
四
時
頃
、
ホ
ロ
ウ
ハ
は
ヤ
マ
グ
チ
と
と
も
に
中
国
新
聞
社
の
本
社

を
訪
れ
る
。
社
内
を
見
学
し
た
の
ち
、「
広
島
の
優
れ
た
周
辺
」
が

九月一日発行『中国新聞』に
掲載されたホロウハの肖像写真

九月二日発行『中国新聞』に掲載された、
中国新聞社の屋上で撮影されたホロウハの写真
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眺
め
ら
れ
る
屋
上
に
も
案
内
さ
れ
、
こ
こ
で
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

こ
の
写
真
は
翌
日
の
『
中
国
新
聞
』
に
「
チ
エ
ツ
ク
の
詩
人
ジ
ヨ
ー

エ・
ホ
ロ
ウ
ハ
氏
」と
い
う
説
明
を
つ
け
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
中
国
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
前
掲
の
『
時
事
新
聞
』

と
同
様
、
ホ
ロ
ウ
ハ
の
再
来
日
の
背
景
、
日
本
で
の
動
向
、
こ
れ
ま

で
の
活
躍
の
内
容
や
日
本
文
化
へ
の
興
味
に
つ
い
て
ま
と
め
た
紹
介

記
事
で
あ
る
。
再
来
日
の
動
機
に
つ
い
て
は
「
日
本
に
関
す
る
著
書

の
材
料
を
得
る
た
め
で
芝
居
や
能
楽
を
研
究
す
る
の
が
目
的
」
と
、

『
時
事
新
報
』
の
記
事
と
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ロ
ウ

ハ
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
母

国
語
で
日
本
に
関
す
る
著
書
が
八
種
あ
り
内
五
篇
は
日
本
人
を
書
い

た
小
話
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、創
作
と
し
て
は
前
掲
の
『
風
前
の
桜
』、

『
津
波
』、『
日
本
回
想
記
』、『
私
の
お
菊
さ
ん
』
の
ほ
か
に
、
日
本

語
を
学
ぶ
た
め
に
来
日
し
た
チ
ェ
コ
の
旅
行
家
が
、
東
京
や
京
都
、

鎌
倉
な
ど
の
名
所
を
歩
き
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し
み
、
日
々
の
印

象
を
母
国
の
愛
人
に
宛
て
た
手
紙
で
書
き
つ
づ
る
と
い
う
、
ホ
ロ
ウ

ハ
の
初
来
日
に
素
材
を
と
っ
た
書
簡
体
小
説
『
匿
名
の
手
紙
』

D
opisy neznám

ého

（Praha: Jos. R. V
ilím

ek, 1923

）
が
あ
る
。

創
作
以
外
は
、
前
掲
の
怪
談
再
話
集
『
死
神
の
接
吻
』
と
『
恐
怖
の

東
屋
』Pavilon hrůzy

（Praha: Jan K
otík, 1920

）、
翻
訳
童
話

集
『
日
本
の
子
供
た
ち
の
お
と
ぎ
話
』Pohádky japonských dětí

（Praha: A
. N

eubert, 1926

）
が
あ
る
。

ヴィラ・サクラの正面階段（左）と庭の稲荷（右）
（1925 年の日記、ナープルステク博物館、Hloucha 8/2)
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「
大
変
な
日
本
通
で
」
あ
る
ホ
ロ
ウ
ハ
の
日
本
へ
の
「
憧
れ
」
の

一
例
と
し
て
、「
日
本
館
と
名
づ
け
」
ら
れ
る
「
ブ
ラ
ー
グ
の
郊
外

に
あ
る
別
荘
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
時
事
新
報
』
で
も
「
私
は

日
本
が
大
変
懐
か
し
く
、
プ
ラ
ー
グ
郊
外
の
自
宅
の
庭
に
は
お
稲
荷

さ
ん
の
祠
を
設
け
て
あ
り
ま
す
」と
あ
る
。こ
こ
で
ホ
ロ
ウ
ハ
が
語
っ

て
い
る
の
は
、
一
九
二
四
年
に
プ
ラ
ハ
近
郊
の
ロ
ス
ト
キ
村
に
建
て

ら
れ
た
和
洋
折
衷
の
邸
宅
「
ヴ
ィ
ラ
・
サ
ク
ラ
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（
７
）

不
運
な
こ
と
に
、
再
来
日
の
支
出
も
あ
っ
て
一
九
二
〇
年
代
後
半
に

窮
状
に
陥
っ
た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
結
局
こ
の
邸
宅
を
手
放
す
ほ
か
な

か
っ
た
が
、
現
存
す
る
写
真
か
ら
は
、
建
物
の
外
観
や
庭
に
小
さ
な

お
稲
荷
さ
ん
の
祠
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

「
日
本
の
雑
貨
、
名
物
等
を
あ
つ
め
て
ゐ
る
」
と
い
う
記
述
も
、

ホ
ロ
ウ
ハ
の
活
動
の
重
要
な
面
を
捉
え
て
い
る
。
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、

一
九
〇
六
年
と
一
九
二
六
年
の
日
本
滞
在
中
に
、
浮
世
絵
を
は
じ
め

日
本
の
美
術
品
を
多
数
購
入
し
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ウ
ィ
ー

ン
や
ベ
ル
リ
ン
に
出
向
き
、
多
く
の
作
品
を
入
手
し
て
い
る
。

（
８
）

早
く

も
一
九
〇
七
年
一
月
に
プ
ラ
ハ
で
日
本
の
掛
物
の
展
示
会（

９
）を

開
催
し

た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
そ
の
後
、
日
本
美
術
の
専
門
家
と
し
て
認
識
さ
れ
、

国
内
外
で
数
多
く
の
展
示
企
画
に
参
画
し
た
。

❸
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
掲
載
記
事

一
九
二
六
年
九
月
一
三
日
発
行『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
朝
刊
）に「
茶

漬
の
味
も
わ
か
つ
て
ゐ
る

チ
エ
ツ
コ
随
一
の
日
本
通
来
る
」
と
い

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下
、
記
事
の
全
文
を
引
用
す
る
。

茶
漬
の
味
も
わ
か
つ
て
ゐ
る

チ
エ
ツ
コ
随
一
の
日
本
通
来
る

◇
大
阪
で
作
つ
た
と
い
ふ
長
さ
一
尺
三
寸
、
横
巾
七
寸
の
大
き

な
下
駄
を
は
き
浴
衣
が
け
で
仁
王
様
の
や
う
な
散
歩
姿
に
明
治

四
十
年
こ
ろ
当
時
の
鎌
倉
人
士
を
あ
つ
と
い
は
せ
た
オ
ー
ス
ト

リ
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
ジ
ヨ
エ
・
ホ
ロ
ー
ハ
（
四
十
五
）
君
が

二
十
年
振
り
で
吾
国
に
再
遊
し
十
二
日
午
後
本
社
を
訪
問
し
た

◇
ホ
ロ
ー
ハ
君
は
プ
ラ
ー
グ
大
学
文
科
の
出
身
で
、
日
本
の
芸

術
に
大
き
な
憧
れ
を
持
ち
千
九
百
六
年
渡
日
し
て
す
つ
か
り
日

本
礼
讃
党
に
な
り
『
ぶ
ゞ
づ
け
に
ヒ
ネ
沢
庵
』
の
味
も
わ
か
つ

て
今
で
は
日
本
人
を
妻
君
に
持
ち
た
い
の
が
唯
一
の
願
望
と
あ

る◇
プ
ラ
ー
グ
市
で
も
相
当
知
ら
れ
た
文
士
で
日
本
に
関
す
る
著

書
も
『
桜
子
』『
津
波
』『
化
物
屋
敷
』『
昔
噺
』
な
ど
七
冊
に

及
び
同
地
に
「
横
浜
カ
フ
エ
ー
」
と
い
ふ
竹
の
柱
に
か
や
の
屋

根
、
南
天
の
庄
柱
、
春
日
灯
籠
と
い
つ
た
純
日
本
式
喫
茶
店
を

経
営
し
、
ス
ラ
ー
ブ
婦
人
に
文
金
の
高
島
田
、
銀
杏
返
し
、
桃

割
な
ど
日
本
髷
に
結
わ
せ
て
緑
茶
の
市
価
を
高
か
ら
し
め
チ
エ

コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
国
随
一
の
日
本
通
で
あ
る

◇
今
回
来
朝
の
目
的
は
『
能
と
芝
居
』
の
著
述
の
た
め
で
、
近
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く
チ
エ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
行
使
の
シ
バ
グ
ロ
ブ
ス
キ
ー
博
士
と
京

都
で
落
ち
合
つ
て
筑
紫
路
遍
路
に
上
る
と
い
ふ
＝
写
真
は
ホ

ロ
ー
ハ
君

「
日
本
通
」
や
「
日
本
の
芸
術
に
大
き
な
憧
れ
」、「
日
本
礼
讃
党
」

な
ど
の
表
現
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
、
ホ
ロ
ウ
ハ
の
「
親
日
」
性
を
前

面
に
出
し
た
記
事
で
あ
る
。

冒
頭
の
一
段
落
に
あ
る
服
装
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
や
や
誇
張
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
日
本
滞
在
中
の
ホ
ロ
ウ
ハ
が
し
ば
し
ば

和
服
を
ま
と
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
和
服
姿
が
映
し
出
さ
れ

た
写
真
も
あ
る
。
ま
た
、
ホ
ロ
ウ
ハ
の
国
籍
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
一
八
年
に
独
立
を
勝
ち
取
る

こ
と
と
な
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
、
彼
が
初
め
て
日
本
を
訪
れ

た
一
九
〇
六
年
に
は
ま
だ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
属

し
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

記
述
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
補
足
説
明
が
必
要
で
あ

る
。
ま
ず
、
本
人
は
プ
ラ
ハ
の
カ
レ
ル
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
大
学

（
現
カ
レ
ル
大
学
）
の
文
学
部
を
卒
業
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
が
、
じ
っ
さ
い
は
聴
講
生
と
し
て
複
数
の
講
義
を
履
修
す
る
の
み

で
、
正
規
の
学
生
と
し
て
大
学
に
籍
を
置
い
た
こ
と
は
な
く
、
同
大

で
学
位
を
得
た
わ
け
で
も
な
い
。

ま
た
、
ホ
ロ
ウ
ハ
自
身
は
、
一
九
〇
六
年
に
来
日
し
た
時
、
愛
読

し
た
ロ
テ
ィ
に
倣
い
「
一
時
婚
」
を
結
ん
だ
と
自
著
で
記
し
て
お
り
、

そ
の
後
の
著
作
の
な
か
で
も
日
本
の
女
性
、
こ
と
に
芸
者
へ
の
視
線

が
濃
厚
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
旅
行
日
記
な
ど
を
み
る
か
ぎ
り
、

二
度
目
に
来
日
し
た
一
九
二
六
年
に
日
本
人
女
性
と
の
結
婚
を
本
格

的
に
検
討
し
て
い
た
形
跡
は
な
い
。「
日
本
人
を
妻
君
に
持
ち
た
い

の
が
唯
一
の
願
望
」
と
い
う
記
述
は
、
ホ
ロ
ウ
ハ
が
言
っ
た
冗
談
を

本
気
に
し
て
し
ま
っ
た
か
、
彼
の
「
親
日
」
性
を
強
調
し
よ
う
と
し

た
記
者
に
よ
る
脚
色
の
可
能
性
も
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
ホ
ロ
ウ
ハ
は
初
来
日
以
前
よ
り
日
本
を
舞
台
と

し
た
小
説
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
『
桜
子
』
は

九月一二日発行『大阪朝日新聞』に
掲載されたホロウハの肖像写真
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『
風
前
の
桜
』、『
化
物
屋
敷
』
は
『
恐
怖
の
東
屋
』、
ま
た
『
昔
噺
』

は
『
日
本
の
子
供
た
ち
の
お
と
ぎ
話
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
横
浜
カ
フ
ェ
ー
」
と
い
う
「
純
日
本
式
喫
茶
店
」
は
、
ホ
ロ
ウ

ハ
が
プ
ラ
ハ
で
経
営
し
た
喫
茶
店
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
に

プ
ラ
ハ
で
商
工
会
記
念
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
ホ
ロ

ウ
ハ
は
兄
と
と
も
に
そ
の
会
場
に
和
風
飲
食
店
「
茶
屋
」
を
開
店
し

た
。
展
覧
会
終
了
後
に
プ
ラ
ハ
の
中
心
街
に
あ
る
ル
ツ
ェ
ル
ナ
宮
殿

に
店
を
移
し
、「
ヨ
コ
ハ
マ
」
と
改
名
し
た
。『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の

記
事
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
着
物
を
身
に
纏
う
チ
ェ
コ
人
女
性
た

ち
が
客
の
接
待
に
当
た
る
な
ど
、
異
国
情
緒
が
濃
厚
に
醸
し
出
さ
れ

た
こ
の
店
は
、
芸
術
家
や
文
化
人
な
ど
も
集
ま
る
文
化
施
設
と
な
っ

た
。ヨ

ゼ
フ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
グ
ロ
フ
ス
キ
ー
（Josef Švagrovský

、

一
八
七
八
―
一
九
四
三
）
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ロ
シ
ア
で
結

成
さ
れ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
の
元
兵
士
で
あ
り
、
戦
後
は

外
交
官
と
な
っ
て
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
駐
日
チ
ェ
コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
公
使
を
つ
と
め
た
。

四
、
ま
と
め

大
正
期
・
昭
和
初
期
の
日
本
の
新
聞
雑
誌
を
通
覧
し
て
み
る
と
、

日
本
在
住
の
外
国
人
に
加
え
て
、
何
ら
か
の
理
由
で
日
本
を
訪
れ
た

和服を身に纏う初来日の頃のホロウハ
（『チェコの世界（Český svět）』一九〇六・七・一三）
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商工会記念展覧会に開かれた「茶屋」（『チェコの世界（Český svět）』一九〇八年八月）

着物を身に纏う「茶屋」の女給仕たち（『チェコの世界（Český svět）』一九〇八年八月）
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外
国
の
著
名
人
の
略
歴
や
日
本
滞
在
中
の
動
向
が
詳
ら
か
に
紹
介
さ

れ
る
記
事
が
増
え
て
い
く
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
を

訪
れ
る
外
国
人
の
数
が
年
々
増
え
て
い
く
な
か
、
日
本
文
化
や
美
術

に
関
心
を
持
っ
て
来
日
し
た
と
い
う
旅
行
家
た
ち
も
少
な
く
な
く
、

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
外
国
人
の
「
日
本
観
」
を
、
読
者
に
歓
迎
さ

れ
る
有
力
な
テ
ー
マ
と
し
て
意
識
し
は
じ
め
、
来
日
し
た
外
国
人
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
紹
介
記
事
の
特
徴
と
し
て

は
、
外
国
人
の
日
本
に
対
す
る
「
憧
れ
」
や
「
親
日
」
と
い
っ
た
好

意
的
評
価
が
と
き
に
滑
稽
な
ほ
ど
強
調
さ
れ
、
現
在
の
報
道
で
は
標

準
的
な
客
観
性
や
批
評
精
神
に
乏
し
か
っ
た
、
と
い
う
点
を
指
摘
で

き
る
。
お
お
む
ね
一
九
世
紀
末
以
降
の
西
洋
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に

よ
っ
て
涵
養
さ
れ
た
外
国
人
の
「
日
本
観
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
輸

入
さ
れ
、
日
本
の
読
者
た
ち
に
届
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
や
や
大

げ
さ
な
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、「
親
日
」
性
に
力
点
を
置
く
こ

れ
ら
の
記
事
に
は
、
読
者
に
日
本
文
化
の
特
異
性
・
優
越
性
の
意
識

を
育
み
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
潮
を
助
長
さ
せ
る
戦
略
が
認
め
ら
れ

る
、
と
言
え
な
く
も
な
い
。

一
九
二
六
年
、二
〇
年
振
り
に
再
来
日
を
果
た
し
た
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
な
注
目
を
浴
び
、
日
本
国
内
を
旅
行
し
た

と
き
は
、
大
手
の
『
時
事
新
報
』
の
ほ
か
に
、『
中
国
新
聞
』
や
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
と
い
っ
た
地
方
紙
に
も
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。（

（1
（

こ
れ
ら
の
記
事
で
も
や
は
り
「
親
日
」
を
基
盤
と
し
た
「
日
本
観
」

が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ホ
ロ
ウ
ハ
の
場
合
、
こ
の

よ
う
な
一
見
し
て
偏
頗
な
見
方
が
提
示
さ
れ
る
の
も
無
理
の
な
い
こ

と
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
初
来
日
の
一
九
〇
六
年
か
ら
再
来
日

の
一
九
二
六
年
ま
で
の
二
十
年
の
間
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
や
日
本

文
化
や
美
術
の
紹
介
記
事
を
多
数
執
筆
し
、
間
断
な
く
日
本
の
美
術

品
や
工
芸
品
を
収
集
し
た
、
日
本
へ
の
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
和
洋
折

衷
の
邸
宅
を
建
て
、
ま
た
「
純
日
本
式
喫
茶
店
」
ま
で
開
い
た
ホ
ロ

ウ
ハ
は
、現
代
社
会
の
暗
面
や
複
雑
な
国
際
事
情
か
ら
目
を
そ
ら
し
、

古
き
日
本
の
詩
情
を
永
遠
に
追
い
求
め
、
永
遠
に
詠
い
つ
づ
け
る
、

い
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
へ
の
「
憧
れ
」
を
一
種
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

と
し
た
、
真
の
「
親
日
」
作
家
で
あ
っ
た
。

最
後
に
も
う
一
つ
付
記
し
て
お
こ
う
。
一
九
二
六
年
八
月
三
日
発

行
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
「
二
名
の
外
人
要
さ
い
を
撮
影

自

動
車
で
横
須
賀
軍
港
へ
乗
付
け
巧
み
に
逃
走

大
々
的
に
行
方
を
捜

査
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
み
る
と
、「
一
日

午
後
十
一
頃
横
須
賀
軍
港
第
一
区
要
さ
い
地
帯
な
る
同
市
内
大
津
海

岸
ま
で
自
動
車
を
乗
つ
け
た
二
名
の
外
人
が
海
面
に
向
つ
て
数
ケ
所

の
撮
影
を
な
し
三
崎
街
道
を
逃
走
し
た
の
で
憲
兵
分
隊
で
は
直
に
自

動
車
で
追
跡
逗
子
ま
で
来
た
が
遂
に
影
を
見
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
八
月
一
日
は
日
曜
日
で
、
ホ
ロ
ウ
ハ
は
こ
の
日
、
公
使
館
に
勤

め
る
知
人
の
ル
ー
ジ
チ
ュ
カ
氏
と
そ
の
妻
と
と
も
に
自
動
車
で
横
須

賀
、
葉
山
、
逗
子
、
三
崎
を
め
ぐ
り
、
三
崎
海
岸
で
海
水
浴
を
楽
し
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ん
で
か
ら
、
鎌
倉
で
大
仏
を
見
物
し
て
東
京
に
戻
っ
た
と
日
記
に
記

し
て
い
る
。
八
月
三
日
の
日
記
に
は
「
新
聞
に
、
禁
止
令
に
違
反
し

て
横
須
賀
で
写
真
撮
影
を
行
っ
た
旅
行
家
が
自
動
車
で
逃
走
し
、
警

察
が
追
い
か
け
る
も
失
敗
、と
い
う
扇
情
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

あ
れ
は
き
っ
と
日
曜
日
に
遠
足
に
出
か
け
た
私
た
ち
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
」
と
、ホ
ロ
ウ
ハ
が
な
か
ば
面
白
そ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
確
証
は
な
い
が
、来
日
早
々
の
ホ
ロ
ウ
ハ
は
は
か
ら
ず
も
、

世
間
を
騒
が
す
新
聞
種
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
注
】

（
1
）	大
正
期
・
昭
和
初
期
に
日
本
の
新
聞
雑
誌
で
注
目
を
浴
び
た
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
出
身
の
旅
行
家
と
し
て
は
、
Ｂ
・
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー

シ
ョ
ヴ
ァ
ー
や
Ｂ
・
フ
ィ
ケ
イ
ズ
ロ
ヴ
ァ
ー
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と

も
で
き
る
。
一
九
二
〇
年
～
一
九
二
一
年
に
東
京
の
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
公
使
館
の
事
務
職
員
を
つ
と
め
、
日
本
の
新
聞
雑
誌
に

母
国
の
文
化
を
紹
介
し
た
記
事
を
寄
稿
し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
が
、
再
来
日
の
際
に
注
目
さ
れ
た
の
は
決
し
て
不
思
議
な

こ
と
で
は
な
い
。
一
九
二
三
年
に
来
日
し
た
際
に
、「
美
し
い
日
本

に
魅
せ
ら
れ
て

は
る
〴
〵
来
朝
し
た
チ
エ
ツ
ク
の
女
記
者
─
活

花
、
し
ぼ
り
染
等
を
習
ひ
な
が
ら
女
工
の
研
究
」（『
ア
サ
ヒ
グ
ラ

フ
』
一
九
二
三
・
六
・
二
九
）
が
掲
載
さ
れ
、
最
後
の
来
日
を
果
た

し
た
一
九
二
九
年
に
は
「
日
本
の
春
を
語
る

チ
エ
ツ
コ
の
親
日

著
作
家
エ
リ
ア
シ
オ
ワ
女
史
」（『
国
民
新
聞
』
一
九
二
九
・
四
・

一
五
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
五
年
に
世
界
一
周
の
旅
行

を
実
施
し
た
際
に
日
本
を
訪
れ
た
動
物
学
者
Ｊ
・
バ
ウ
ム
と
そ
の

妻
Ｂ
・
フ
ィ
ケ
イ
ズ
ロ
ヴ
ァ
ー
も
注
目
さ
れ
、「
国
際
“
蜘
蛛
助
”

の
旅

チ
エ
ツ
コ
の
動
物
学
者
夫
妻
が
採
集
車
を
運
転
・
入
京
」

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
五
・
一
〇
・
一
）
な
ど
、
そ
の
動
向
を

紹
介
す
る
記
事
が
複
数
確
認
で
き
る
。

（
2
）	日
本
を
訪
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
元
外
交
官
の
Ａ
・
ヒ
ュ
ー
ブ

ナ
ー
の
旅
行
記
は
『
世
界
周
遊
記
』Procházka kolem

 světa

（Praha: Fr. Šim
áč ek, 1880

）
と
し
て
、
北
東
航
路
の
開
拓
で

名
声
を
博
し
た
生
物
学
者
Ａ
・
Ｅ
・
ノ
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
の
旅
行

記
は
『
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
る
ヴ
ェ
ガ
号
の
航
海
』

Plavba Vegy kolem
 Asie a Evropy

（Praha: Fr. Šim
áč ek, 

1882-1883

）
と
し
て
、イ
ギ
リ
ス
の
女
性
旅
行
家
Ａ
・
ブ
ラ
ッ
シ
ー

の
旅
行
記
は
『
世
界
一
周
「
サ
ン
ビ
ー
ム
号
」
で
の
旅
行
』

K
olem

 světa : výlet po lodi Sunbeam
u

（Praha: Libuše, 
M

atice zábavy a vědění, 1883

）
と
し
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）	イ
ギ
リ
ス
の
元
外
交
官
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
＝
ミ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ド
（A

lgernon Freem
an-M

itford

、
一
八
三
七
―

一
九
一
六
）
の
『
昔
の
日
本
の
物
語
』Tales of O

ld Japan
（
一
八
七
一
）
に
収
録
さ
れ
た
「
ゴ
ン
パ
チ
と
コ
ム
ラ
サ
キ
の
恋
」

と
「
佐
倉
の
亡
霊
」
と
い
う
二
つ
の
物
語
を
独
自
に
組
み
合
わ
せ
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た
も
の
。
物
語
の
再
構
築
に
と
ど
ま
ら
ず
、
殺
人
犯
と
し
て
処
刑

さ
れ
る
原
作
の
白
井
権
八
を
、
庶
民
を
苦
し
め
た
〈
悪
女
〉
を
殺

し
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
る
武
士
に
す
る
な
ど
、
日
本
の
題
材
と
ゼ
イ

エ
ル
独
自
の
文
学
思
想
が
折
り
重
ね
ら
れ
、
ま
っ
た
く
新
し
い
物

語
世
界
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
読
者
は
艶
麗
で
薄
幸
な

佳
人
と
し
て
描
か
れ
る
コ
ム
ラ
サ
キ
の
姿
に
魅
了
さ
れ
た
と
い
う

が
、「
こ
の
国
の
女
性
な
ら
、
身
を
売
っ
て
自
堕
落
す
る
よ
り
、

む
し
ろ
死
を
選
ぶ
だ
ろ
う
」（『
啓
蒙
（O

světa

）』
一
八
八
五
年

六
月
）
と
、
親
を
救
う
た
め
自
分
か
ら
望
ん
で
遊
女
に
な
る
コ
ム

ラ
サ
キ
の
自
己
犠
牲
が
キ
リ
ス
ト
教
者
の
批
評
家
ら
に
よ
っ
て
批

判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
4
）	「
津
波
」
は
、
年
若
き
漁
師
の
サ
イ
ト
と
上
流
家
庭
に
生
ま
れ
た

ハ
ル
の
純
朴
な
恋
愛
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
娘
の
愛
人
の
若
い

身
体
に
惹
か
れ
る
好
色
な
母
親
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
途
方
に
暮
れ

る
二
人
だ
っ
た
が
、
突
如
と
し
て
街
を
襲
っ
た
津
波
に
よ
り
多
く

の
人
々
と
と
も
に
母
親
も
命
を
落
と
し
、
解
放
さ
れ
た
サ
イ
ト
と

ハ
ル
は
新
た
な
生
活
を
は
じ
め
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

（
5
）	ホ
ロ
ウ
ハ
は
青
年
の
頃
か
ら
日
記
を
書
く
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い

た
。
一
八
九
〇
年
代
後
半
の
日
記
に
は
、
後
に
冒
険
小
説
の
作
家

と
し
て
活
躍
し
、
画
才
に
も
恵
ま
れ
た
兄
の
カ
レ
ル
が
挿
絵
を
描

い
て
お
り
、
個
人
的
な
記
録
と
い
う
よ
り
、
ホ
ロ
ウ
ハ
が
文
学
に

目
覚
め
る
過
程
を
垣
間
見
せ
る
、読
者
を
想
定
し
た
あ
る
種
の
「
作

品
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
一
方
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
執
筆
さ

れ
た
日
記
は
大
型
ノ
ー
ト
を
使
用
し
、ハ
ガ
キ
、写
真
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
な
ど
の
資
料
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。
一
九
二
六
年
の
旅
行
記
録
も
こ
の
よ
う
な
大
型
ノ
ー
ト
に
書

き
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
日
記
は
現
在
プ
ラ
ハ
市
の

ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）	フ
ォ
イ
エ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
ヘ
レ
ナ
・
チ
ャ
プ
コ

ヴ
ァ
ー
著
、
阿
部
賢
一
訳
『
ベ
ド
ジ
フ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
シ
ュ
タ
イ

ン
と
日
本
』（
成
文
社
、 

二
〇
二
一・
六
）
が
あ
る
。

（
7
）	な
お
、
一
九
二
六
年
七
月
三
一
日
の
日
記
に
、
外
務
省
に
勤
め
る

知
人
の
ス
ズ
キ
が
、「
彼
が
私
の
庭
に
つ
い
て
の
写
真
付
き
記
事

を
掲
載
し
た
観
光
雑
誌
を
持
っ
て
き
た
」
と
あ
り
、
親
日
外
国
人

が
プ
ラ
ハ
近
郊
に
作
っ
た
日
本
庭
園
と
い
う
テ
ー
マ
が
注
目
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
雑
誌
名
と
発
表
年
月
は
未
詳
の
た
め

現
在
未
確
認
で
あ
る
。

（
8
）	日
本
で
買
い
集
め
た
美
術
品
に
つ
い
て
、
ホ
ロ
ウ
ハ
は
後
年
、「
第

一
次
世
界
大
戦
前
は
、
日
本
の
色
刷
り
の
版
画
が
と
き
ど
き
幾
つ

か
現
れ
る
く
ら
い
で
、
プ
ラ
ハ
の
美
術
市
場
で
は
日
本
美
術
は
珍

し
か
っ
た
。
三
十
五
年
も
前
、
日
本
に
初
め
て
滞
在
し
た
と
き
、

私
は
色
刷
り
の
版
画
と
著
作
を
沢
山
買
い
集
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
二
十
年
ぶ
り
に
再
び
日
本
を
訪
れ
た
と
き
、
市
場
に
出
て
く

る
古
い
美
術
品
は
も
は
や
数
少
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
後
、
米



― 34 ―

国
人
が
円
安
を
利
用
し
て
、
貧
し
く
な
っ
た
日
本
を
ド
ル
に
よ
っ

て
存
分
に
荒
ら
し
た
。
あ
の
頃
、
古
き
日
本
の
宝
物
を
た
く
さ
ん

積
ん
だ
貨
物
船
が
米
国
に
渡
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
は
、
彫
刻
を
は

じ
め
優
れ
た
仏
教
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。」（「
プ
ラ
ハ
の
日
本
美
術
」『
世
界
展
望
（Světozor

）』

一
九
四
一・
九
・
五
）
と
興
味
深
い
証
言
を
残
し
て
い
る
。

（
9
）	当
時
の
新
聞
に
よ
る
と
、
ト
ピ
チ
・
サ
ロ
ン
と
い
う
画
廊
で
開
催

さ
れ
た
こ
の
展
示
で
は
「
十
七
世
紀
、
十
八
世
紀
と
十
九
世
紀
の

代
表
的
な
芸
術
家
に
よ
る
掛
物
」（「
プ
ラ
ハ
で
の
日
本
美
術

─

ホ
ロ
ウ
ハ
氏
に
よ
る
日
本
の
掛
物
の
展
示
」『
時
代
（Č as

）』

一
九
〇
七
・一・
二
四
）
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
た
。

（
10
）	ホ
ロ
ウ
ハ
の
来
日
に
つ
い
て
は
一
九
二
六
年
七
月
三
一
日
発
行

『Japan Chronicle

』
で
「A

m
ong the passangers of the 

N
orth G

erm
an Lloyd line "F

ulda" that arrived at 
Y

okoham
a on Friday last w

as M
r. Joe H

loucha, a w
ell 

know
n Czechoslovak m

an of letters, w
hose several 

books on Japan are very popular in Czechoslovakia. 
M

r. H
loucha first visited this country

25 years ago and 
recorded his rich experiences and im

pressions in his 
books in a very charm

ing m
anner. T

he purpose of his 
second visit to Japan is to study Japanese ancient 
dances and the Japanese art in general. H

e w
ill stay in 

Japan until N
ovem

ber or D
ecem

ber.

」
と
、
ホ
ロ
ウ
ハ
の

活
動
と
来
日
の
目
的
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
別
の
記
事

で
は
「M

r. J. H
loucha, fam

ous Czechoslovak w
riter, w

ho 
has am

ong other things w
riten num

erous books on 
Japan, arrived in Y

okoham
a recently for an extended 

visit. W
hile in this country he w

ill study Japanese 
dancing. H

e w
ill be the guest of M

r. Svager of the firm
 

of Raym
ond&

Sykes w
hile in this city.

」
と
、
ホ
ロ
ウ
ハ
と

日
本
で
活
躍
中
の
チ
ェ
コ
の
建
築
家
Ｊ
・Ｊ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
グ
ル
（Jan 

Josef Švagr

、
一
八
八
五
年
―
一
九
六
九
年
）
の
交
流
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。

＊�

本
文
に
引
用
さ
れ
る
ホ
ロ
ウ
ハ
の
日
記
や
記
事
の
日
本
語
訳
は
本

稿
の
筆
者
に
よ
る
。
な
お
、
本
研
究
はJSPS

科
研
費19K

13142

（
研
究
課
題
「
チ
ェ
コ
女
性
作
家
Ｂ
・
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー

と
日
本
旅
行
記
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
文
学
の
研
究
」）
の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。

（
ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ
・
実
践
女
子
大
学
准
教
授
）




